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2026年5月14日 

各 位 

会 社 名  株式会社フジミインコーポレーテッド 

代表者名  代表取締役社長  関    敬  史 

（コード番号 5384 東証プライム・名証プレミア） 

問合せ先  財務本部長    川 島   敏 裕 

（TEL 052－503－8181） 

配当政策の変更に関するお知らせ 

当社は、2026年５月14日開催の取締役会において、配当政策を変更することを決議いたしましたので、下記

の通りお知らせいたします。 

記 

１．変更内容 

（変更前） 

当社は、株主に対する適正な利益還元を行うことを経営の重要課題と認識し、経営にあたっております。配当に

つきましては、連結配当性向を55%以上とすることを目標として、業績に応じた積極的な株主還元を実施するとと

もに、安定配当の継続にも留意することを基本方針としております。なお、ＤＯＥ（連結純資産配当率）を配当指

標に加えることについても検討してまいりましたが、半導体市況等の事業環境や世界経済の動向を踏まえて引き

続きの検討課題としてまいります。 

（変更後）下線部が主な変更箇所 

当社は、株主に対する適正な利益還元を行うことを経営の重要課題と認識し、経営にあたっております。配当に

つきましては、連結配当性向55%以上を目標とし、業績に応じた積極的な株主還元と安定配当の継続を基本方針と

しております。これまで配当指標へのＤＯＥ（連結純資産配当率）導入を検討してまいりましたが、当面は半導体

市場の成長を確実に取り込むための設備投資を重視した機動的な資本投下を行うフェーズにあります。 つきまし

ては、投資による成長と株主還元の両立をより高い次元で実現するため、少なくとも現中長期経営計画期間（2024

年３月期～2029 年３月期）においては、基本方針に”配当維持または増配を行う累進配当”を新たに加えること

といたしました。これにより、事業環境の変化に左右されない、より強固な安定還元の実現を目指してまいりま

す。 

２．変更理由 

 成長投資と株主還元の両立を意識した上で、事業環境の変化に左右されない、より強固な安定還元の実現を図

ることで、企業価値を持続的に高めるため。 

３．適用時期 

2027年３月期より適用いたします。

以 上 


